
一lこ‥  

瀾演蛸咤ヰ遷濁ら熱弁恵堅う  

一 遍車重転触…義＿ト」，＿～▼ノ  

iご、最近こ｝一束京王業商取引所遼東京穀物商品取  

引所撤建玉（1（′⇒義一射貫揖は雲軋たが京1選ギ決  

済潜れ経毒さな滋摘の）－の枚数ゴこ（＝取引単位況■l  

制限を緩和低ま息億。一乗京正業品取引所は原  

油さ、東京穀物商品取引所は薙ウ素啓担彩燈俊  

文全商品が対象唐ゆ去摘蘭留（＼－二tトiは：√・対は－ 

原油は昨年．9渇走場‘されまふたがく、者の時、  

［任動ざ久慈せ公益な価格形成が阻害潜れる  

恐れがある■小とみて√予防的措置と七甘期近  

砂嚢託者4汎当たこりの建玉遼当限ゴ（圭当凋決  

済物■）1£匪済月淘さ、9！日まこでを8勝二¢悪政は  

100キロリブナトル）、→10日以降壕40赦卦し雷い  

感准虎悪それをもこ＼昨年む1月変今年・6月に薇和。  

最近で摘ま隼放委託者は1β00枚、二‾ホヅ，ジ申請  

す軋i鞄400放い純資産之00億円以上の会貞は  

3こ200枚の建玉が芳き三＿るはう・にな漸ま、した；這’・．∫  

iチ涜潮来京穀物商品取引所も6月二6旧か′ら  

会貞の自己玉と一般委託者の場合、先限（：（≠  

r：商品先物取引は差金決済（ギ貫古たものを  

菟鋸．さ売電た．■ものを貫め戻しJ…生じた損益だ  

けを決済する）．が串良貯すがこ．・近年ヾT売りた  

砲のを渡心小貫づた、もての一を受け取る「◆受渡iし」  

が増遠雷担うますb’・そ芝野∴東京穀物商品取引  

所は受渡しに使うコーヒーをこれまでイ生産  

痩していたの  

こ二∴－．・≡し∴  に問題が起、   

テ「し受渡虹劉まこ－、‾各取引所が工夫をこら▲じてい  

ま汝去‘絹眩ば、：／大阪商品取引所は昨年こ．・lニッ  

舞うレ港立場■しま心たが、J最低受渡－し単位を甘  

ト辟ことし‘ま七た。、・、当初ぷ掛軸－との案鳩あ｛．りま  

したがが大阪擢は小口の需要家が多いことか  

ら、，潜れに対応－じたも′のです・。、．ちなみにロン  

下ンは二6くト訝貯すよ∴三 ‘こ－  

同ノじこ佐は中部商品取引所の灯油かガソリ  
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東京穀物商品取引所の緩和策  

一般大豆  
磯蠣  
冴澗麟療濁  
孤．肌以上・拍．∝情鶉  

一帖．00阻上  

アラどカコーヒー  
標準機椴  
15．∝批欝礪  

15．∝軋上：氾．∝株濃  

刃．00恥上一6．∝琳遍  
喝Y鋸  

醐  脛換金   
即  弧．抑   

批  齢．伽  

1．∝n  l∝I．くⅩ迫  

脚  夜槻   
肋  噂．榔   

鑑賠   随．雲  

l．∝D  乃．【伽   

酬  胚胎   
髄紛  議格一泌   

榔  ¢．榔  

l．∝カ  「朽．∝D  

億鱒問 証拠幾  
椰  静．瑚   

肋  恥．㈱  

1．∝カ   l00畑00‾  
l．卸  l；氾．∝カ  

の変更例（委託者、会員及 員の自己玉の場合）   

一般大豆（改革前）  

牒配捕軋；  

一般大豊（改正後）  

i違梨r号貞齢  

l唸月彬㈹月2馴 3義＃ 4榊 壌 ＄■I7一書   
Ⅷ捜 咄l．冊2．冊～．伽～．職‡．軌～．珊   

アラビカコーヒー（改正後）  

l剥紛写碑  れ金月総桐2義一’3礪摩 4一報 渕幡 6事覿 7聯  

ti輝甑腰轡、・、野猟場級数榔腰晩琶擢艶登ゞ野鞭  

齢月．臓2書＃ 3書隕 4職 印帽 6鰊 7柳 ㌔  
1油性 器粗 酔’．脱し軋鱒1氾迫－Ⅱ裾】泊沌  

アラビカコ⊥ヒー（改正前）  

感熊胡級凝疲朝晩朝練瀾療  
耕。濁撃凄艶、雲・凝艶凝轡緑．隣き習網野～、押、ニ   

リ‘、 

のでせ云；ここの結果J・iしをれ患でよ・り25「50％程  

度J。【て減少じました。ぎ   

実際の委託本証拠金は取引所が定める委託  

本証拠金基準額を最低に⊥Jヶ〉†仲介役の商品取引  

員会社が独自に額を決める‘こ－とになづていま  

滴ので、ユ取引員ごと▼に異なりしますが、’／東京穀  

物商品取引所では、「かなれ少なく一なる」＝とみ  

ています。・・、・∴   ．，  

東京穀物商品取引所では値幅制限．一こ（＝．1月  

に動ける価格の範囲）も「100分の15」から「1qO  

分の20」」に広中ヂま・Uたム‡∴＼  

これら，の措置で1！け、蕃グヘツとジニとして使う 

場合、．■J瀞よノりぐっと一行いやすく、なりましたが、  

同時に過当投機をあおる可能性もあり′ます。  

特に、委託本証拠金の引き下げはハiイ1リ・ス．久‘  

ハイリターン（＝危険は大きいが利益も大き  

ンについてもいえます。灯油、、rガソリi才は東  

京工業品取引所では二受渡単位は100キロリしッ  

トルと・なユつていまサが、Lヰ部地方ではスタン  

ドなどの小口の需要家が多いことからヾ ダ㌢  

クロ「リ．「で受け取りやすいようー20キロリッ 

トルとしました。   

東京正業晶取引所も原油の受渡しをドバイ  

原油に限っていたのを昨年11月オマーン原油  

でもよいことにしました。   

またJ福岡商品取引所ではブロイラーの受  

渡場所を、従来は東京七大阪、名古屋、福岡  

の4ノカ所に限う∫て〉さ起のを、5月から渡す方、  

受け取る方の双方が同意すれば、日本中どこ  

でもよいこととすると上もに1受渡日が1】日  

であったも1のを1カ月に分割して受渡せるよ  

うにしました。  し川り1J㌔ い、1＿   

い）の度合いを拡大させる懸  あります。  

磯り搾会写モ   東京穀物商品取引所では売買の時に必要と  

される委託本証拠金の水準を主務大臣告示額  

の引き下げに則し、6月6日Jl大幅に下げま  

として残っていまずかミ、利便性が増したのは  

間違吟あり凍せん。  
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